
1序章　高齢期作業療法のものがたりから学ぶこと

作業療法を「ものがたり」にして伝えること

　作業療法の実践での出来事を、ことばで伝えようとした時に、感じ取った

意味や価値をうまく表現できていないと思うことはありませんか。作業療法

は一般的に、作業を媒介として日常生活活動、仕事、および余暇など応用的

活動の回復を図ると紹介されています。確かにその通りで間違いありませ

ん。しかし、この説明で作業療法の専門性やユニークさを十分伝えることが

できているかというと、多くの作業療法士はうまく伝わっていないと感じて

いるような気がしています。

　たとえば、「日常生活活動訓練」と表現したものは、実際にはある高齢ク

ライエントに対する作業療法の中で、退院後の生活を想定し、その家庭環境

で必要な日常生活活動へ働きかけたかもしれません。作業療法の実践には、

クライエントの「日々の生活に喜びや満足を感じ私らしく生きる」という当

たり前の生活を支えるために、これまでの人生を振り返り、時にクライエン

トと家族を思い、そこでどんな生活をするのかを考え、ひとつひとつの活動

を確認したプロセスがあったはずです。

　「日常生活活動訓練」は、そういった考えを含んだものではありますが、

この用語を使っても作業療法の場面で見出したクライエント特有の意味や価
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値は伝わりません。「家庭復帰」も「就労支援」も同様です。専門用語を使

うことは必要ですが、作業療法士がクライエントに何を感じ、何を考えたの

か、作業場面やそこにいた人の影響はどうだったのか、私たちが本当に大切

にしたいものをどう表現していくかが重要と感じます。

　人の生活に関わる作業療法は、クライエントやクライエントの環境からの

サインを読み取ったうえで、その状況に合わせて変化していきます。これこ

そが「臨床の知」 →用語解説 といえましょう。臨床の知は、個々の場面を重視

して現実に関わり、そこに隠された意味をとらえ働くものです。環境や世界

が示すものを読み取り、意味づけていきます。私たちのまわりにあるすべて

の物事の徴候や表現について、その中に潜む意味を問い続け対処していく知

といえます。直感と経験と、そして類推の積み重ねから成り立っていますの

で、1 人ひとりの経験が大きな意味を持ちます。そのため、臨床の知は一般

化し、言語化することが難しく、これが作業療法の実践をうまく表現できな

い理由のひとつといえましょう。

　クライエントが高齢の場合、障害や病気のみならず、老いることやそれに

伴う環境の変化、人生の経験が作業療法ものがたりにちりばめられます。作

業療法士は何を見て、何を目標にし、何をするのか、その結果をどう評価す

るのか、を考えながら展開していきます。頭では老いることの意味を理解し

ていても、その経験がない若い人にとっては、理解することが難しいかもし

れません。クライエントとの交流により、作業療法士の理解が深まることで

作業療法実践は変化していきます。ですから、作業療法のプロセスはクライ

エントである高齢者だけのものがたりではなく、クライエントと作業療法士

のものがたりになるはずです。

　ものがたりとしてつくり上げられた実践の報告は、作業療法場面で起こっ

た現象の本質をとらえ、他者との共有を助けてくれます。私たちの教育に、
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たとえば、臨床実習ではケースレポートをまとめたり、認定セラピストのプ

ログラムに事例検討会があったりなど、事例が使われてきた歴史が理解でき

ます。だからこそ、先輩作業療法士には、自分の体験を公表していただきた

く、学生や新人作業療法士には、先輩たちの体験から学んで欲しい。そし

て、多くの医療職や家族の方々に作業療法の魅力を伝えることによって、作

業療法士が多く活用されていくことを期待しています。

クライエントの「ものがたり」をつくる 
作業療法理論

　ものがたりの筋書きを考えるには作業療法の理論 →用語解説 が助けとなりま

す。クライエントとの作業療法ものがたりの筋書きを考えることは、これか

らを予測することともいえます。理論を使ってクライエントの全体像をとら

えていくと、これまでのさまざまな作業やエピソードなどの流れの先に、ク

ライエントの今ある姿の意味が見えてきます。変化していく環境の中で、次

にくるべき作業はまだわからないかもしれません。しかし、人がしたい、す

る必要がある、することを期待されている作業を取り入れて生活してきたと

するならば、そのような作業が次にくる可能性が予想できます。そして、前

に進むと同時に、新たな作業が生まれ、健康や満足につながることが期待で

きます。これが、変化の予測にも役立つということです。

　このように現象のとらえ方を示すのが理論です。理論にはいろんな分類方

法がありますが、学問領域の中で、関心のある現象全体をあらわす広範囲の

目標と概念を扱う大理論があります。作業療法のような複雑な実践の場合で

も、クライエントへの説明や判断の根拠が求められ、インフォームド・コン

セントの重要性がうたわれています。理論はその説明と根拠のために使いま
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アキさん

　アルツハイマー病で前立腺がんだった夫を亡くしたアキさんは、最期の時

まで自分で介護できなかったことを悔やみ、抑うつ状態が続きました。夫の

認知症がひどくなり、1 人で介護できずに特別養護老人ホームへ入った後

で、がんが見つかったのです。どうして病気に気がつかなかったのだろう

と、自責と悔恨が渦巻いていました。母を心配した娘さんの相談を受け、ア

キさん自身もデイケアに参加することになりました。

　アキさんは 70 代半ばの女性で、もともとは郵便局長だった夫の付き添い

で、デイケアに来ていた人でした。夫のユウさんの退職後は、娘家族の近く

に新居を購入して引っ越し、以後 2 人の生活でした。夫婦で旅行を楽しみ

孫との交流もでき、そして郵便局の退職者仲間と毎年の旅行をするなど、安

定した老後の生活を送っていました。

　しかし、夫のアルツハイマー病の発病により、生活パターンは一変しまし

た。物忘れの目立つ夫は、腎臓結石の手術後には徘徊や見当識障害が出現

し、日常生活では常に監視が必要な状態となりました。精神科を受診し、認

知症と診断されデイケアの参加が処方されたという経緯です。その後さら

に、夫の病状は悪化し、せん妄や失禁が頻繁になり、1 人で外に出たがり、

外出しても迷って警察に保護されるといった状態となりました。アキさん 1

ものがたりの主人公
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うことばを漏らすようになりました。1 人暮らしの生活を考えるために、デ

イケア参加は定期的になりました。

　アキさんは郵便局仲間との活動が復活し、夫のユウさんの話をする機会も

増えました。普段は自分を「自立する老人」とみなし、過度の負担がかから

ないよう、出かけた後は休息をとるようにしていました。それでも疲れた時

は、これまで遠慮していた娘家族と一緒に食事をするようになりました。

　3 年たったころアキさんは、学生の卒業研究に積極的に協力してくれまし

た。「年を取った経験を話すだけで、若い人の役に立てるなんて思ってもみ

なかった」と、笑って学生のインタビューを受けてくれます。ご自宅を訪ね

ると、学生はまずご仏壇にお参りするよう促されます。知らない学生には、

お線香のあげ方やおりん（仏具）の鳴らし方を教えます。そのあとは、家族の
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人間作業モデル（MOHO）で示すアキさんの変化図6－1
PC は個人的原因帰属、C&I はコミュニケーションと交流技能を指す
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意味、親の存在、夫との生活などを話してくれます。

　アキさんも、今は立派な未亡人クラブのメンバーです。アキさんの変化を

図 6－1に示します。

アキさんの作業療法戦略

　アキさんの作業療法を整理してみます（図 6－2）。

アキさんは夫のユウさんの発病や通院、デイケア参加、施設入所、死亡と

いった一連の経過の中で、夫婦 2 人の生活から 1 人暮らしを行うことに

4

アキさんの作業療法戦略図6－2

クライエントを受容し尊重する

物理的・人的環境を調整する

作業の周到な準備と臨機応変な
対処により、作業を成功に導く

作業の習慣化により、
生活リズムを構成する

作業中の状態を見て臨機応変に
 対処する

戦略 4

作業により良い習慣・生活リズム
をつくる

戦略 6

クライエントの文脈を理解する戦略 1

環境を落ち着いたものに調整する戦略 8

将来の生活も考慮する戦略 7

ありのままを受け入れ尊重する戦略 2


